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大阪府合気道連盟規約 

 

 
第１章 総 則 

 

第１条（名 称） 

   本連盟は、大阪府合気道連盟と称する。 

 

第２条（所在地・事務局） 

   本連盟は、所在地・事務局を事務局長宅に置く。 

 

 

第２章 目的および事業 

 

第３条（目 的） 

本連盟は、大阪府における合気道の発展と普及を推進し、府民の健全な心身の 

育成に寄与すると共に、加盟合気道団体・会員相互の融和と親睦を図ることを 

目的とする。 

 

 

第４条（事 業） 

   本連盟は、第３条の目的を達成するために次の事業を行う。 

  （１）演武会および講習会の開催 

  （２）加盟合気道団体が行う事業に対する後援 

  （３）全日本合気道連盟および関係機関・団体の行う事業に対する協力 

  （４）合気道に関する調査、研究および出版 

  （５）その他本連盟の目的を達成するために必要な事業 

 

 

第３章 構 成 

 

第５条（構 成） 

本連盟は、公益財団法人合気会に登録された合気道団体で、本連盟の目的に賛同する

大阪府にその活動拠点を置く合気道団体ならびに府内の町、区、市合気道連盟で本連

盟に加盟したもので構成する。 

 

 

第６条（加盟、脱退） 

本連盟への加盟及び脱退は、別に定める手続きにより、本連盟に申請することを要す

る。 

  

第７条（全日本合気道連盟への加盟） 

本連盟は、全日本合気道連盟に加盟する。 
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第４章 機 関 

 

第８条（役 員・評議員） 

 

第１項 本連盟は次の役員を置く。 

  （１）会長    １名 

  （２）副会長   ２名以内 

  （３）理事長   １名  （理事定数の内数で扱う） 

  （４）副理事長  ２名以内（理事定数の内数で扱う） 

  （５）事務局長  １名  （理事定数の内数で扱う） 

  （６）会計局長  １名  （理事定数の内数で扱う） 

  （７）理事    ７名以上１５名以内 

  （８）監事    ２名以内 

 

   第２項 本連盟は、次の役員を置く。 

  （１）評議員   各加盟団体から１名とする。 

   

第９条（選 出） 

（１） 会長および副会長は、理事会の推薦により推戴する。 

（２） 理事長・副理事長および事務局長、会計局長は、理事会により理事の中から選任

する。 

（３） 理事および監事は、自薦および他薦の候補者に対し、本連盟の評議員を以って各

1 票とし、記名選挙によりこれを行い、上位得票者から定員を選出する。 

（４） 評議員は、本連盟の加盟合気道団体ごとより 1 名を選出する。 

   

第１０条 (任 務) 

（１） 会長は、本連盟を総括し、代表する。 

（２） 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときは、その職務を代行する。 

（３） 理事長は、本連盟の業務を統轄し、執行する。 

（４） 副理事長は、理事長を補佐し、理事長に事故があるときは、その職務を代行す

る。 

（５） 事務局長は、本連盟の業務を処理する。 

（６） 会計局長は、本連盟の会計の業務を処理する。 

（７） 理事は、理事会を組織し、本連盟の業務を審議し、遂行する。本規約の第４条

の事業を審議、遂行できない場合は、理事長の承認を得る。 

（８） 監事は本連盟の会計を監査する。 

（９） 評議員は、評議員会を組織し連盟業務を円滑に運営するための諸事案を審議し、

議決する。また連盟の運営に関わる要望・提案について理事会へ建議すること

ができる。本規約の第４条の事業を遂行できない場合は、理事長の承認を得る。 

 

第１１条（任 期） 

（１）本連盟の役員の任期は２年とする。再任を妨げない。 

（２）補欠による役員の任期は、第９条に則り選出しその任期は、前任者の残任 

期間とする。 

 

 

第５章 名誉会長、相談役等 

 

第１２条（名誉会長、名誉副会長、相談役、顧問、参与（注１）、補佐） 
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（１） 本連盟に、名誉会長、名誉副会長、相談役、顧問および参与、補佐を置くこと

ができる。評議員会、理事会での議決権は有しない。 

（２） 名誉会長、名誉副会長、相談役および顧問は、理事会の承認を得て、会長が委

嘱する。参与および補佐は理事会の承認を得て理事長が委嘱する。 

（３） 名誉会長、名誉副会長、相談役および顧問は、必要な事項について会長の諮問

に応ずる。 

（４） 参与および補佐は、事務局、会計局の業務の処理の補佐をする。 

（５） 名誉会長、名誉副会長、相談役および顧問の委嘱期間は、初回を５年とする。

以降も５年単位とし、再任を妨げない。参与および補佐の任期は２年とし、再

任を妨げない。 

（６） 理事は、理事会を組織し、本連盟の業務を審議し、遂行する。本規約の第４条

の事業を審議、遂行できない場合は、理事長の承認を得る。 

（注１）参与：業務経験者で行政事務に関与する。 

 

 

第６章  会 議 

 

第１３条（会議の種類） 

   本連盟の会議は、評議員会および理事会とする。 

 

第１４条（評議員会の構成） 

（１） 評議員会は、本連盟の加盟合気道団体ごとに１名の代表者（以下評議員という）

をもって構成する。 

（２） 評議員は、各自一個の議決権を有するものとする。 

 

第１５条（評議員の招集） 

（１） 評議員会は、毎事業年度終了後２ヶ月以内に、理事長が招集する。ただし、 

理事長が必要と認めた場合、または理事あるいは評議員現在数の３分の１以 

上から会議の目的事項を示して請求があったときは、臨時に評議員会を招集 

するものとする。 

（２） 評議員会の議長は、自薦および他薦で評議員の承認を得た者を議長とする。 

 

第１６条（評議員会の議決事項） 

  評議員会は、本規約に別に定めのあるもののほか、次の事項を議決する。 

  （１）事業計画および収支予算 

  （２）事業報告および収支決算 

  （３）規約の変更 

  （４）その他本連盟の運営上重要な事項 

 

第１７条（評議員会の議決方法） 

（１） 評議員会は、評議員現在数の３分の２以上の出席がなければ、議事を開き、 

議決することができない。ただし、当該議事につき、あらかじめ書面等（電 

子メールも含む。）をもって意思を表示した者は出席者とみなす。 

（２） 評議員会の議決は、本規約に別に定めのある場合のほか、出席評議員の過半数を

もって決し、賛否同数のときは、議長の決するところによる。 

 

第１８条（理事会） 

   理事会は、理事長が招集し、議長は、理事長及び自薦、他薦で理事の承認を得た者を

議長とする。理事会は監事を除く理事を持って構成する。但し、監事は理事会に同席

し意見を述べる事ができる。 
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第１９条（理事会の議決事項） 

   理事会は、本規約に別に定めのあるもののほか、次の事項を議決する。  

  （１）本連盟への加盟および脱退に関する事項 

  （２）評議員会に付議すべき事項 

  （３）評議員会の議決した事項の執行に関する事項 

  （４）その他本連盟の業務の執行に関する事項 

 

 

第２０条（理事会の議決方法） 

（１） 理事会は、理事長が必要と認めた場合、または理事現在数の３分の１以上 

から会議の目的事項を示して請求があった場合、理事長が召集し開催する。 

（２）理事会は、現理事数の３分の２以上の出席がなければ、議事を審議し、 

議決することができない。ただし、当該議事につき、あらかじめ書面等（電 

子メールも含む。）をもって意思を表示した者は出席者とみなす。 

（３） 理事会の議決は、本規約に別に定めのある場合のほか、出席理事の過半数をもっ

て決し、賛否同数のときは、議長の決するところによる。  

   

第２１条（会議の議事録） 

   すべて会議には議事録を作成し、議長および議長が出席者のうちから指名した者が署

名し、会長及び理事長の承認を得たのち、これを保存するものとする。 

 

 

第７章  会 計 

 

第２２条（経 費） 

（１） 本連盟の経費は、連盟会費、寄付金およびその他の収入をもってこれに当てる。 

（２） 前項の連盟会費については、別にこれを定める。 

 

第２３条（会計年度） 

本連盟の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌３月３１日に終わる。 

 

第２４条（予 算） 

     会計局長は、関係者とともに毎年３月末日までに事業計画と合わせ翌年度の予算を 

   作成する。 

 

第２５条（決 算） 

   会計局長は、関係者とともに毎年度の事業報告と合わせ会計年度中の収支決算につ 

   いて、会計年度終了後２ヶ月以内に決算書を作成し、監事の監査、承認を得るものと

する。 

 

 

第８章  段 位 

 

第２６条（段 位） 

   本連盟の加盟団体に所属する者の段位については、合気道道主により允可され、公益

財団法人合気会に登録された段位によるものとする。 
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第９章  義 務 

 

第２７条（義 務） 

（１） 本連盟の加盟団体および理事は、本規約第４条に定める事業に協力し、規     

約および評議員会ならびに理事会の決議等に従わなければならない。 

（２） 本連盟の加盟団体は、第２２条に定める連盟会費を納付する義務を負う。 

（３） 本連盟の加盟団体は、遵法精神に則り、公序良俗に違背する行動をしてはな

らない。 

（４） 評議員会及び理事会に評議員及び理事は、原則参加する。特別な事由で参加

できない場合は理事長の承認を得る。 

 

 

第１０章 罰 則 

 

第２８条（罰 則） 

本連盟の加盟合気道団体で、前条（第２７条）の義務に著しく違反した場合または本

連盟の名誉を著しく傷つけた場合、あるいは本連盟の利益に著しく反した場合には、

理事会の決議により、相応の勧告または除名をすることがある。 

    

 

 

      第１１章 規約の制定・改正・廃止 

第２９条（規約の制改廃） 

本規約は、理事現在数および評議員現在数おのおのの 3 分の２以上の同意を経て、変

更または廃止することができる。 

 

 

第１２章 事務局・会計局 

 

第３０条（事務局の設置） 

   本連盟の事務業務を処理する為、事務局を置くことができる。 

 

第３１条（事務局長） 

本連盟の事務業務を処理する担当者を、事務局長としてこれに当てる。 

 

第３２条（会計局の設置） 

本連盟の会計業務を処理する為、会計局を置くことができる。 

 

第３３条（会計局長） 

本連盟の会計業務を処理する担当者を、会計局長としてこれに当てる。 

 

 

第１３章 附 則 

 

第３４条（規約の細則） 

   本規約に関する細則は、理事会の審議、決議をもって別にこれを定める。 

 

第３５条（実施時期） 

本規約は、平成２２年（２０１０年）１０月３１日より実施する。 
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第３６条（履 歴） 

   初版、本規約は、平成２２年（２０１０年）１０月３１日設立の大阪府合気道連盟の

評議員会において、審議、決定され、即日実施に移された。 

 

 

  細則１．本規約第７章（会計）の会計規則案を平成２３年（２０１１年）３月２６日の

理事会で審議し、承認された。 

 

  細則２．本規約第７章（会計）の細則（接待費、会合規定）を平成２４年（２０１２年）

７月１日の理事会にて審議し、承認された。 

 

  細則３．本規約第３章(構成）第６条（加盟、脱退）の運営方法案を平成２５年（２０１

３年）３月３１日の理事会で審議し、承認された。 

 

  細則４．本規約第７章（会計）の細則（慶弔規定・事務経費、交際費支出に関する取扱

い基準・国内旅費規程・海外旅費規程）を平成２６年（２０１４年）５月１１

日の理事会で審議し、承認された。尚、当細則は、平成２５年（２０１３年）

９月１日に遡って適用する。 

 

  細則５．本規約第２章（目的および事業） 第４条（事業）（４）合気道に関する調査

の為に、大阪府合気道連盟加盟団体情報を令和４年（２０２２年）４月１０日

の理事会で審議し、承認された。 

 

  細則６．第７章（会計）第２２条（経費）（２）連盟会費につき、連盟会費の算出基準

を令和４年（２０２２年）４月１０日の理事会で審議し、承認された。 

 

  改定１．本規定第４章（役員）第８条（役員）の（５）理事の定数を実情に鑑み変更（７

名以上１５名以内）し、平成２６年（２０１４年）５月１１日の評議員会で審

議し、承認された。 

 

  改定２．本規約は、設立より１２年が経過しており、本連盟の実情に鑑みて、各条文を

全面的に見直し、修正案を令和４年（２０２２年）５月１日の評議員会で審議

し、承認された。 

 

 

 

この規約の記載内容について事実と相違ないことを証明します。 

 

大阪府豊中市刀根山２－４－１３正泉寺 

 

大阪府合気道連盟会長 嶋本 勝行 ㊞ 

 


